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2018年 11月 27日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 エ フ ・ シ ー ・ シ ー 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長  松 田 年 真 

 （コード：7296、東証第一部） 

問合せ先 取締役事業管理統括 松本隆次郎 

 （ T E L ． 0 5 3 - 5 2 3 - 2 4 7 1 ） 

 

 

連結子会社の異動（株式譲渡）に関するお知らせ 

 

 当社は、連結子会社である東北化工株式会社の全株式を譲渡することを決定いたしましたので、下記の

とおりお知らせいたします。なお、本株式譲渡に伴い、東北化工株式会社は当社の連結子会社から除外さ

れることとなります。 

 

記 

 

１．株式譲渡の理由 

当社グループは、第 10次中期経営計画（2017年度～2019年度）において、「サステナビリティを推進

し、企業価値を高めよう」、「開発力強化と現場力強化の中身の進化で圧倒的な競争力を持つ企業体質を

構築しよう」を事業方針として掲げております。中期経営計画２年目となる 2018年度の進捗としまして

は、第２四半期の売上収益、営業利益ともに過去最高を更新するなど、概ね順調に推移しております。 

当社グループを取り巻く経営環境としましては、自動車業界では、中長期的には二輪車市場、四輪車

市場ともに需要は拡大することが予想されますが、燃費規制への対応や電動化技術の進展に伴い、自動

車業界のみならず、他業界を含めたグローバルな競争はますます激しくなっていくものと思われます。 

このような経営環境の中、経営資源の選択と集中および事業ポートフォリオの見直し等の観点から、

本株式譲渡が、当社グループの中長期的な企業価値の向上に資するものであること、加えて、東北化工

株式会社および株式譲渡先であるアルコニックス株式会社グループにおける新たな事業戦略からのシナ

ジー効果の創出に寄与するものであること等を勘案し、当社が保有する東北化工株式会社の全株式を譲

渡することといたしました。 

 

２．異動する子会社の概要 

（1）名称 東北化工株式会社 

（2）所在地 栃木県那須鳥山市藤田 1200 

（3）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 石津谷 広孝 

（4）事業内容 カシュー樹脂ならびにカシュー応用製品の製造および販売 
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（5）資本金 125百万円 

（6）設立年月日 1961年 10月 14日 

（7）大株主および持株比率 株式会社エフ･シー･シー 100％ 

（8）上場会社と当該会社との

間の関係 

資本関係 当社は当該会社の株式を 100％保有しております。 

人的関係 当社の取締役２名が当該会社の取締役および監査役を兼任

しております。また、当社の従業員１名を派遣しております。 

取引関係 当社と当該会社との間にはカシュー樹脂等の取引関係があ

ります。 

（9）当該会社の最近３年間の財政状態および経営成績 

決算期 2016年３月期 2017年３月期 2018年３月期 

純資産 1,545百万円 1,623百万円 1,710百万円 

総資産 1,932百万円 2,051百万円 2,159百万円 

売上高 1,711百万円 1,686百万円 1,743百万円 

営業利益 42百万円 110百万円 128百万円 

経常利益 44百万円 121百万円 134百万円 

 

３．株式譲渡の相手先の概要 

（1）名称 アルコニックス・東北化工株式会社（仮称） 

（2）所在地 東京都千代田区永田町二丁目 11番１号 

（3）代表者の役職・氏名 代表取締役 手代木 洋 

（4）事業内容 カシュー樹脂ならびにカシュー応用製品の製造および販売 

（5）資本金 50百万円 

（6）設立年月日 2018年 12月 

（7）大株主および持株比率 アルコニックス株式会社 100％ 

（8）上場会社と当該会社との

関係 

資本関係 記載すべき資本関係はありません。 

人的関係 記載すべき人的関係はありません。 

取引関係 記載すべき取引関係はありません。 

 

４．譲渡株式数、譲渡価額および譲渡前後の所有株式の状況 

（1）異動前の所有株式数 250,000株（議決権所有割合：100％） 

（2）譲渡株式数 250,000株（議決権所有割合：100％） 

（3）譲渡価額 2,600百万円 

（4）異動後の所有株式数 0株（議決権所有割合：0％） 
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５．日程 

（1）株式譲渡契約締結日 2018年 11月 27日 

（2）株式譲渡実行日 2018年 12月下旬（予定） 

 

６．今後の見通し 

本件による 2019年３月期の連結業績に与える影響は軽微であります。 

以上 


